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	ファミリー・サポート・センターのInstagramアカウントを開設しました！
	令和７年度　研修会・交流会を開催しました
	ファミリー・サポート・センターでは、安心・安全に子育てやサポート活動を行うための、研修会や交流会を毎年開催しています。 今年度に開催した各研修会の様子や参加者の方からいただいた感想をご紹介いたします 令和8年度の研修会・交流会のご案内は後日お送りさせていただきます。 皆さまのご参加をお待ちしております
	第１回　普通救命講習
	毎年必ず開催している普通救命講習は、燕・弥彦総合事務組合防災 センター職員から乳幼児の心肺蘇生法を学んでいます。 今年度は消防署に１１９番通報した時の電話対応の仕方を、2名の方 から代表して体験していただきました。実際に携帯電話から消防署 へ電話をかけて、通信指令員へ現在の状況を説明し、指導を受けな がら心肺蘇生をしたりAEDを使用しました。
	●応急手当の基礎が学べたこと、特に小児・乳児に対してのAEDの使い方、人工呼吸など 　勉強になりました。AEDのあるところなどの確認をしておく必要があると感じました。
	●小さいお子さんを連れての参加もあり地域のみなさんの意識が高いと感じました。 　講習を定期的に受ける必要があると感じました。　
	第２回　大人がこどもに言葉を伝えること　～コミュニケーションって何？～
	小池保育園　臨床発達心理士　丸山マチ子さんを講師に、 コミュニケーションについて教えていただきました。 コミュニケーションは言う側（子どもなど）の伝える能力が問題なのではなく、受ける側（大人など）が気持ちに寄り添い、分かりたい・理解したいと思って接することが大切なのだと学びました。
	●子どもにとって泣くことがコミュニケーションになっていると 　改めて感じました。泣き止ませることにばかり注力してきまし 　たが、一度意味を考えてみようと思うようになりました。
	●言葉、コミュニケーションについて、違った視点でお話を聞く 　ことができて面白かったです。「まず分かろうとしてあげる」 　ということを家族や周りの人にも伝えていきたいと思います。

	第３回　「食べる」とは命を育むこと　～子どもの心と身体は食事で豊かになる～

	　　　　　　　　　　　　　　　NPO法人日本食育協会認定上級 　　　　　　　　　　　　　　　食育指導士　霜鳥英梨さんを講師 　　　　　　　　　　　　　　　に食べることについて学びました。 私たちの身体のすべてが毎日の食事からできているということや、 栄養のあるものを食べてもビタミン、ミネラルが足りないと栄養が 身体に吸収されないということなどをわかりやすく、楽しく教えて いただきました。
	　　　　　　 ●毎日食べる食事が身体だけ 　でなく心にも大事なものだ 　ということがわかりました。 　腸の大切さが聞けてよかっ 　たです。
	●子育てと食が結びついてい 　るということにハッとしま 　した。子どもが食べるかど 　うかばかり気にしていて、 　食べた物がどう影響するか 　まではあまり気にしていな 　かったです。
	第４回　交流会　「みんなでボッチャを楽しもう＆茶話会」
	新潟県ボッチャ協会の方からボッチャのルールやボールの 投げ方などを楽しく教えていただきました。その後、赤と青の２チームに分かれて試合を行い盛り上がりました。 その後、場所を移してお茶とお菓子を囲んでみんなで楽しい時間を過ごしました。
	●ボッチャ楽しかったです。正式なルールを初めて知りました。
	●お子さんもいらっしゃって賑やかでファミリーっぽかったです。 　楽しめました。またやりたいです！


	第５回　アレルギーや小児の看護について
	新潟県立吉田病院 外来副看護師長 長谷川恵子さんから、小児のアレルギー症状や体調不良時の対応について、詳しくわかりやすく教えていただきました。また、体調不良時の食事は何がよい？ 解熱剤の使い方は？ 鼻血を早く止めるには？ など、参加者の方からの質問にお答えいただく時間も設けてくださり、みなさん喜んでいらっしゃいました。
	●専門の方からアレルギーの話を詳しく聞くことができてよかったです。ホームケアも参考に 　なりました。
	●すごく詳しく丁寧な内容で、知識としてとても残りました。小児科を受診する際に「こんな 　ことを聞いてもいいのかな…」と聞きにくかったことを質問できました。


	第６回　大人もためになる、こどものお口をしっかり育てるお話
	高桑歯科医院　赤坂明子先生から 口腔内をどのように育てるとよいかを 教えていただきました。 フッ素のこと、歯ブラシの選び方や 仕上げ磨きのこと、ベロの正しい位置などについて学びました。 お口周りの発達を促す、あいうべ体操なども教えていただきました。
	●子どもだけでなく家族みんなで口腔機能の 　低下を遅らせていきたいと思いました。
	●口について聞く機会が 　少ないので、とても 　勉強になりました。 　口の問題がいろいろ 　あると感じていました 　が、歯科医院で相談 　できるということも 　わかりました。

	第７回　発達障がいの理解と支援　～困った行動には理由がある～

	発達障がいの研修会は毎年必ず開催していますが、どの年も多くの方からご参加いただいています。今年度は、新潟県発達障がい者支援センターRISEの勝見太一さんを講師に、社会や産業の変化から発達障がいの考えられ方がどのように変化していったのか、発達障がいの子はどんなことに困っているのか、どういう対応をすると伝わりやすいのかなど、二次障害やペアレントトレーニングについてなど、幅広く教えていただきました。
	●「障がいだから…」ではなく、人とのかかわり 　や育児について共通していました。
	●二次障害の部分までお話を聞くことができま 　した。 　「発達障がいはその人のすべてではなくほんの 　一部」考えさせられました。



